
NO.５６ 内閣制度と大日本帝国憲法

•プリントと一緒に学習してみてください。



内閣制度の成立

政府としては皇帝の権力が強いドイツの憲法を参考に
天皇が強い権力を持つ憲法を定め、天皇の権力を利用して
政治をしよう
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1885年に内閣制度をつくり、

自らが初代内閣総理大臣に就任



大日本帝国憲法の発布

1889年 大日本帝国憲法
が天皇が国民にあたえる形
で発布された



大日本帝国憲法の内容

天皇の権力が強い憲法
であることがわかる



大日本帝国憲法下の統治のしくみ

天皇に権力が集中し国民を統治して
いることがわかる。
内閣も天皇が枢密院で新政府に相談
して決めていた。
帝国議会とよばれる国会を置き法律
をつくったりや予算を決定した。

今の国民から選ばれた人ではなく、
天皇が内閣総理大臣を決めているこ
とがわかるね。

さらに1890年には教育勅語が出され、
天皇を敬い、国を愛することが教育
のに基本とされた


